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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フロントパネルの開口に挿入されてホスト基板上に搭載される光トランシーバであって
、
　矩形状に形成されたハウジングと、
　前記ハウジングの前記フロントパネル側に位置する第１側面に形成された第１孔部に挿
入されるネジと、
　前記ハウジングの左右方向に位置する第２側面から出没するラッチと、を備え、
　前記ハウジングは、前記ネジ及び前記ラッチを収容する凹部を有し、
　前記凹部は、前記ハウジングの前後方向における中心よりも前記フロントパネル側に形
成されており、
　前記光トランシーバは、前記凹部内において前記ラッチを収容するラッチホルダをさら
に備え、
　前記ラッチホルダは、前記ネジが螺合されるネジ穴を有し、前記ネジ穴に前記ネジが螺
合されることによって前記フロントパネル側に移動し、
　前記ラッチは、前記フロントパネル側への前記ラッチホルダの移動に伴って前記第２側
面から斜めに突出する、
光トランシーバ。
【請求項２】
　前記ラッチは、前記第１孔部に前記ネジが挿入され前記ネジが螺合されることによって
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前記第２側面から突出する、
請求項１に記載の光トランシーバ。
【請求項３】
　前記ラッチは、前記ラッチの表面から突出する軸を備え、
　前記ラッチホルダは、前記軸が挿入されて前記ハウジングの幅方向に延びる第２孔部を
備え、
　前記ハウジングは、前記軸が挿入されて前記ラッチホルダの移動方向に対して斜めに延
びる溝を備えている、
請求項１又は２に記載の光トランシーバ。
【請求項４】
　フロントパネルの開口に挿入されてホスト基板上に搭載される光トランシーバであって
、
　矩形状に形成されたハウジングと、
　前記ハウジングの前記フロントパネル側に位置する第１側面に形成された第１孔部に挿
入されるネジと、
　前記ハウジングの左右方向に位置する第２側面から出没するラッチと、を備え、
　前記ハウジングは、前記ネジ及び前記ラッチを収容する凹部を有し、
　前記凹部は、前記ハウジングの前後方向における中心よりも前記フロントパネル側に形
成されており、
　前記光トランシーバは、
　前記凹部内において前記ラッチを収容するラッチホルダと、
　前記ラッチホルダ内で前記ラッチを前記ハウジングの外側に付勢することにより前記ラ
ッチを前記第２側面から突出させる第１バネと、をさらに備えた、
光トランシーバ。
【請求項５】
　前記凹部内において前記ネジに巻き付けられる第２バネを備え、
　前記第２バネは、前記ネジを前記ハウジングの外側に付勢する、
請求項１～４のいずれか一項に記載の光トランシーバ。
【請求項６】
　フロントパネルの開口に挿入されてホスト基板上に搭載される光トランシーバであって
、
　矩形状に形成されたハウジングと、
　前記ハウジングの前記フロントパネル側に位置する第１側面に形成された第１孔部に挿
入されるネジと、
　前記ハウジングの左右方向に位置する第２側面から出没するラッチと、を備え、
　前記ハウジングは、前記ネジ及び前記ラッチを収容する凹部を有し、
　前記凹部は、前記ハウジングの前後方向における中心よりも前記フロントパネル側に形
成されており、
　前記光トランシーバは、前記凹部内における前記ネジの先端に位置して前記ラッチを前
記フロントパネルの反対側に押圧するラッチブロックをさらに備え、
　前記ラッチは、前記ラッチブロックの押圧によって前記ハウジングに対して回転し、
　前記ラッチが回転することにより、前記ラッチの一部が前記第２側面から突出する、
光トランシーバ。
【請求項７】
　前記ラッチを前記フロントパネル側に押圧する第３バネを更に備える、
請求項６に記載の光トランシーバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホストシステムに固定させる固定機構を備えた光トランシーバに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、光トランシーバに関するＭＳＡ（Multi-Source Agreements）仕様の
一種であるＣＦＰ（Centum（100）gigabit Form-factor Pluggable）に準拠したプラガブ
ル光トランシーバを備えた光トランシーバシステムが記載されている。この光トランシー
バシステムは、光トランシーバとホストシステムとを含んでいる。光トランシーバは、上
ハウジング及び下ハウジングによって構成されるハウジングと、２本のネジとフロントパ
ネルとを備えている。２本のネジは、フロントパネルの両脇に設けられており、フロント
パネルの前側から下ハウジングの後端にまで延在している。すなわち、２本のネジは、光
トランシーバの略全長に亘って延在している。この光トランシーバは、２本のネジの先端
をホストシステムの筐体に形成された孔部に係合させることにより、ホストシステムに接
続される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第８，０９８，４９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述したような光トランシーバシステムでは、２本のネジが光トランシーバの略全長に
亘って延在しており、光トランシーバの両側が上記２本のネジで占有されているので、２
本のネジが占めるスペースが大きいという問題がある。このようにネジが占有するスペー
スが大きくなっていることにより、光トランシーバシステムの内部における部品配置スペ
ースを十分に確保することができないという問題もある。また、光トランシーバシステム
では、今後４００Ｇｂｐｓ等の高速化を実現させるにあたり、内部に搭載される部品のサ
イズが大きくなることが懸念される。このため、部品を配置するためのスペースを広げる
ことが重要である。
【０００５】
　本発明は、部品を配置するためのスペースを広げることができる光トランシーバを提供
することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一形態に係る光トランシーバは、フロントパネルの開口に挿入されてホスト基
板上に搭載される光トランシーバであって、矩形状に形成されたハウジングと、ハウジン
グのフロントパネル側に位置する第１側面に形成された孔部に挿入されるネジと、ハウジ
ングの第２側面から出没するラッチと、を備え、ハウジングは、ネジ及びラッチを収容す
る凹部を有し、凹部は、ハウジングのフロントパネル側に形成されている。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、部品を配置するためのスペースを広げることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、第１実施形態に係る光トランシーバを備えた光トランシーバシステムを
示す斜視図である。
【図２】図２は、ホストシステムを示す斜視図である。
【図３】図３は、図１の光トランシーバを示す斜視図である。
【図４】図４は、光トランシーバの内部構造を示す斜視図である。
【図５】図５は、ネジ、ラッチ及びラッチホルダを拡大させた斜視図である。
【図６】図６は、上ハウジングにおけるラッチ搭載用の凹部を示す斜視図である。
【図７】図７は、ラッチを示す斜視図である。
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【図８】図８は、ラッチホルダを示す斜視図である。
【図９】図９は、ネジを示す斜視図である。
【図１０】図１０は、ネジによって光トランシーバをホストシステムに締結させる状態を
示す図である。
【図１１】図１１は、第２実施形態に係る光トランシーバを示す斜視図である。
【図１２】図１２は、ネジ、ラッチ及びラッチホルダを拡大させた斜視図である。
【図１３】図１３は、ネジによって光トランシーバをホストシステムに締結させる状態を
示す図である。
【図１４】図１４は、第３実施形態に係る光トランシーバを示す斜視図である。
【図１５】図１５は、ネジ及びラッチを拡大させた斜視図である。
【図１６】図１６は、ネジによって光トランシーバをホストシステムに締結させる状態を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、添付図面を参照しながら本発明に係る光トランシーバの実施形態を詳細に説明す
る。なお、図面の説明において同一又は相当する要素には同一の符号を付し、重複する説
明を省略する。
【００１０】
（第１実施形態）
　図１は、光トランシーバシステム１を示す斜視図である。図１に示されるように、光ト
ランシーバシステム１は、ホストシステム２と、ＭＳＡ（Multi-Source Agreement）仕様
の一種であるＣＦＰに準拠した本実施形態の光トランシーバ１０とを備えている。
【００１１】
　図２はホストシステム２を示す斜視図である。図３は光トランシーバ１０を示す斜視図
である。図１～図３に示されるように、ホストシステム２は、フロントパネル３と、ホス
ト基板４と、２本のレール５と、ホストコネクタ６とを備えている。光トランシーバ１０
は、上ハウジング（ハウジング）１１と、下ハウジング１２と、光レセプタクル１３と、
電気コネクタ１４と、ラッチ１５と、２本のネジ１６と、ラッチホルダ１７と、回路基板
１９（図４参照）と、バネ２０（図５参照）とを備えている。
【００１２】
　以下では、説明の便宜上、「前」、「後」、「上」、「下」、「左」及び「右」と方向
を定めて説明を行う。フロントパネル３が設けられる側を前とし、その反対側であるホス
トコネクタ６が設けられる側を後とする。また、上ハウジング１１が設けられる側を上と
し、その反対側である下ハウジング１２が設けられる側を下とする。そして、上下方向及
び前後方向に直交する方向を左右方向とする。これらの方向は単に説明の便宜上のもので
あって、本発明の範囲を限定するものではない。
【００１３】
　フロントパネル３は、ホストシステム２の前端において左右方向に延在している。フロ
ントパネル３は、光トランシーバ１０が前後に挿通される矩形状の開口３ａを有する。ホ
スト基板４は、矩形状となっており、フロントパネル３の下端から後方に延在している。
ホスト基板４上には、フロントパネル３の開口３ａから後方に挿通された光トランシーバ
１０が搭載される。なお、フロントパネル３の開口３ａには、ＣＦＰで採用されている筒
状のカウリングが取り付けられてもよい。
【００１４】
　２本のレール５はホスト基板４の上面において左右一対に設けられており、各レール５
はフロントパネル３の後側で後方に延在している。各レール５は、開口３ａから挿入され
た光トランシーバ１０をホスト基板４上で案内する。左右方向における各レール５の位置
は開口３ａの外側となっている。また、各レール５は、ラッチ１５が掛け止めされる矩形
状の凹部５ａを備えている。この凹部５ａは、２本のレール５間で互いに対向する側面５
ｂに形成されている。前後方向における各凹部５ａの位置は互いに同一である。また、各
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凹部５ａは、レール５の前側（フロントパネル３側）に位置している。
【００１５】
　ホストコネクタ６は、ホスト基板４の上面に設けられる。ホストコネクタ６は、直方体
状を呈しており、２本のレール５の後方において左右方向に延在している。左右方向にお
けるホストコネクタ６の端部の位置は各レール５の内側となっている。ホストコネクタ６
の前部には、電気コネクタ１４を嵌合させるための凹部６ａが形成されている。この凹部
６ａには、フロントパネル３の開口３ａから後方に挿通された光トランシーバ１０の電気
コネクタ１４が嵌合される。すなわち、光トランシーバ１０は、その水平度が２本のレー
ル５によって維持されつつ、レール５間において後方にスライドされる。そして、光トラ
ンシーバ１０の後端に設けられた電気コネクタ１４がホストコネクタ６の凹部６ａに嵌合
する。なお、このホストコネクタ６はホストコネクタカバーに収容されていてもよい。
【００１６】
　図４は、下ハウジング１２を透明にして上ハウジング１１の内部構造を示した斜視図で
ある。図４に示されるように、光トランシーバ１０は左右対称に形成されている。上ハウ
ジング１１は、矩形状の開口を有する箱状を呈しており、光トランシーバ１０の上面及び
側面を構成する。上ハウジング１１の前面（第１側面）１１ａにおける左右方向両端部に
は、ネジ１６を挿入させるための孔部（第１孔部）１１ｃが矩形状に形成されている。下
ハウジング１２は、上ハウジング１１の開口を覆う矩形の蓋状となっている。光レセプタ
クル１３は、上ハウジング１１の前面１１ａの左右方向中央位置に形成された矩形状の孔
部１１ｂに嵌合されている。
【００１７】
　光レセプタクル１３の前側部分は露出された状態となっており、この露出された部分に
２つの光学ポート１３ａが左右方向に並んで設けられている。２つの光学ポート１３ａは
、それぞれ光送信、光受信に対応している。この２つの光学ポート１３ａに外部コネクタ
が接続されることによって光学的な結合が実現される。また、上ハウジング１１は、その
後端で矩形状に突出する突出部１１ｆを備えており、電気コネクタ１４は突出部１１ｆの
上方において左右方向に延在している。なお、この電気コネクタ１４はプラグコネクタに
設けられていてもよい。
【００１８】
　上ハウジング１１の左右方向に位置する側面（第２側面）１１ｄには、ラッチ１５及び
ラッチホルダ１７を露出させる矩形状の開口１１ｅが形成されている。この開口１１ｅは
、光トランシーバ１０がフロントパネル３の開口３ａに挿入されたときに、レール５の各
凹部５ａと対向する。各開口１１ｅは、上述したネジ１６が挿入される孔部１１ｃと連通
している。また、側面１１ｄの内側には、孔部１１ｃから後方に延在すると共に開口１１
ｅから内側に凹む凹部１１ｇが形成されている。この凹部１１ｇは、孔部１１ｃから開口
１１ｅの後端まで前後方向に延在している。
【００１９】
　図５は、図４のラッチ１５、ネジ１６及びラッチホルダ１７を拡大させた斜視図である
。図４及び図５に示されるように、上ハウジング１１の各凹部１１ｇは、ラッチ１５、ネ
ジ１６及びラッチホルダ１７を収容するために設けられている。各凹部１１ｇ内において
、ラッチ１５及びラッチホルダ１７は、前後方向にスライド可能となっている。また、ラ
ッチ１５は、上ハウジング１１の側面１１ｄから出没する。
【００２０】
　上ハウジング１１の各凹部１１ｇは、上ハウジング１１の前側に位置している。よって
、ラッチ１５、ネジ１６及びラッチホルダ１７も上ハウジング１１の前側に設けられるこ
ととなるので、上ハウジング１１の後側の空間を部品配置用の空間として有効利用するこ
とができる。本実施形態では、凹部１１ｇの後側に、光トランシーバ１０の駆動を制御す
る回路基板１９と、信号の送受信を行う光モジュールとが収容されている。回路基板１９
の前端には光レセプタクル１３が設けられており、回路基板１９の後端には電気コネクタ
１４が設けられている。
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【００２１】
　図６は、上ハウジング１１の凹部１１ｇを示す斜視図である。図６に示されるように、
上ハウジング１１の開口１１ｅの奥側に位置する凹部１１ｇの底面１１ｈには、ラッチ１
５の移動をガイドするための溝１１ｊが形成されている。この溝１１ｊは、平面視におい
て斜めに湾曲するように形成されており、前方に向かうに従って上ハウジング１１の外側
（図６では右側）に延びている。また、図５に示されるように、下ハウジング１２におけ
る溝１１ｊと対向する箇所にも、溝１１ｊと同様の溝１２ｊが形成されている。
【００２２】
　図７は、ラッチ１５を示す斜視図である。図７に示されるように、ラッチ１５は、略直
方体状を呈している。ラッチ１５は、上面（表面）１５ａから上方に突出する円柱状の軸
１５ｃと、下面（表面）１５ｄから下方に突出し軸１５ｃの延長線上に設けられる円柱状
の軸１５ｅと、ラッチ１５の前面１５ｆと左右方向に位置する一方の側面１５ｇとを矩形
状に切り欠いて形成した溝１５ｈとを有する。平面視におけるラッチ１５の形状は台形状
となっており、平面視において、前側の辺は後側の辺よりも長くなっている。
【００２３】
　ラッチ１５の軸１５ｃは上ハウジング１１の溝１１ｊに挿入され、ラッチ１５の軸１５
ｅは下ハウジング１２の溝１２ｊに挿入される。この状態でラッチ１５は溝１１ｊ，１２
ｊに沿って斜め方向に摺動可能となる。また、溝１５ｈは、前方から挿入されたネジ１６
を通すために設けられており、この溝１５ｈによってネジ１６はラッチ１５に接触しない
ようになっている。
【００２４】
　図８は、ラッチホルダ１７を示す斜視図である。図８に示されるように、ラッチホルダ
１７は、ラッチ１５を収容する凹部１７ａを有する略直方体状となっている。ラッチホル
ダ１７は、凹部１７ａの底面１７ｂにおいて左右方向（上ハウジング１１の幅方向）に延
びる長円状の孔部（第２孔部）１７ｃと、ラッチホルダ１７の前面１７ｄにおいて前後に
貫通して形成されたネジ穴１７ｅとを備えている。孔部１７ｃは、ラッチ１５の軸１５ｃ
を挿通させるために設けられる。この孔部１７ｃに軸１５ｃを挿通させることによって、
ラッチ１５はラッチホルダ１７に対して左右方向にスライド可能となる。孔部１７ｃは、
底面１７ｂの略前後方向中央位置で左右方向に延びるように形成されている。また、ネジ
穴１７ｅの内周面には、ネジ１６を螺合させるための雌螺子１７ｆが形成されている。
【００２５】
　図９は、ネジ１６を示す斜視図である。図９に示されるように、ネジ１６は、棒状の軸
部１６ａと、軸部１６ａの途中部分に設けられてラッチホルダ１７の雌螺子１７ｆに螺合
される雄螺子１６ｂと、軸部１６ａの一端に位置する円柱状の把持部１６ｃと、雄螺子１
６ｂと把持部１６ｃとの間に位置するフランジ１６ｄとを備えている。軸部１６ａは、ラ
ッチホルダ１７のネジ穴１７ｅに前方から挿入される。把持部１６ｃは、軸部１６ａに対
して拡径された円柱状となっている。
【００２６】
　図１０は、ネジ１６で光トランシーバ１０をホストシステム２に締結させる状態を示す
図である。図１０に示されるように、バネ（第２バネ）２０は、ネジ１６の軸部１６ａに
巻き付けられるコイルバネである。バネ２０は、ネジ１６を前方（上ハウジング１１の外
側）に付勢すると共にラッチホルダ１７を後方に付勢する。このバネ２０によって、ネジ
１６は、螺合が解除されたときに、前方に押されて初期状態（図１０（ａ）に示される状
態）に戻るようになっている。バネ２０は、凹部１１ｇ内において、ラッチホルダ１７の
前面１７ｄとフランジ１６ｄの後面との間に位置している。すなわち、バネ２０の一端は
前面１７ｄに支持され、バネ２０の他端はフランジ１６ｄの後面に支持されている。
【００２７】
　ここで、光トランシーバ１０におけるラッチ１５、ネジ１６、ラッチホルダ１７及びバ
ネ２０の組み立てについて説明する。まず、図１０（ａ）に示されるように、下ハウジン
グ１２を上ハウジング１１に取り付けていない状態において、フランジ１６ｄを孔部１１
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ｃの内側面１１ｋより後方に位置させた状態で、ネジ１６を上ハウジング１１の凹部１１
ｇ内に挿入する。また、ネジ１６の軸部１６ａにバネ２０を巻き付けておく。
【００２８】
　また、ラッチホルダ１７の前面１７ｄ及びネジ穴１７ｅを前方に向けた状態でラッチホ
ルダ１７を凹部１１ｇ内に配置し、軸部１６ａの先端をネジ穴１７ｅに挿入させる。そし
て、前面１５ｆを前方に向けると共に軸１５ｃが孔部１７ｃに嵌り込むように、ラッチ１
５をラッチホルダ１７に収容する。なお、予めラッチ１５をラッチホルダ１７に収容させ
た後にラッチホルダ１７を凹部１１ｇ内に配置してもよい。最後に、軸１５ｅが下ハウジ
ング１２の溝１２ｊに挿入されるように下ハウジング１２を上ハウジング１１に取り付け
ることによって組み立てが完了する。
【００２９】
　次に、上述したラッチ１５、ネジ１６、ラッチホルダ１７及びバネ２０を用いて、光ト
ランシーバ１０をホストシステム２に固定させる方法について説明する。まず、光トラン
シーバ１０をホストシステム２に固定させていない初期状態において、フランジ１６ｄの
前面は内側面１１ｋに当接し、軸１５ｃは孔部１７ｃの内側（図１０では右側）であって
且つ溝１１ｊ，１２ｊの後端に位置している。
【００３０】
　上述した初期状態において光トランシーバ１０をホストシステム２に固定させるには、
まずバネ２０の付勢力に抗してネジ１６を後方に押し込み、把持部１６ｃを一方向（例え
ば時計回り）に回転させることによって、雄螺子１６ｂを雌螺子１７ｆに螺合させる。そ
して把持部１６ｃの一方向への回転を続けると、図１０（ｂ）に示されるように、把持部
１６ｃの後面が上ハウジング１１の前面１１ａに当接すると共に、上記螺合の作用によっ
てラッチホルダ１７が前方に移動する。
【００３１】
　ラッチホルダ１７が前方に移動すると、ラッチ１５も共に前方に移動する。このとき、
溝１１ｊ，１２ｊがラッチホルダ１７の移動方向に対して斜めに延びているので、ラッチ
１５は、溝１１ｊ，１２ｊに沿って斜め前方に移動し、ラッチ１５の前面１５ｆは上ハウ
ジング１１の側面１１ｄから外方に突出する。そして、外方に突出したラッチ１５は凹部
５ａに入り込み、前面１５ｆが凹部５ａの前端面５ｃに当接する。
【００３２】
　このように前面１５ｆを前端面５ｃに当接させることにより、ラッチ１５が凹部５ａに
掛け止められ、レール５に対するラッチ１５の係合が実現される。この係合によって、ホ
ストシステム２に対する光トランシーバ１０の装着を確実なものとすることができる。更
に、ネジ１６を一方向に回すと、光トランシーバ１０が後方に押圧され、電気コネクタ１
４がホストコネクタ６に嵌合し、最終的に光トランシーバ１０がホストシステム２に固定
される。
【００３３】
　また、ホストシステム２に対する光トランシーバ１０の固定を解除するには、ネジ１６
を、上記一方向とは逆の他方向（例えば反時計回り）に回転させる。ネジ１６を他方向に
回転させると、ネジ１６が前方に移動し、把持部１６ｃの後面が前面１１ａから離間する
。そして、雄螺子１６ｂと雌螺子１７ｆとの螺合作用によってラッチホルダ１７が後方に
移動する。
【００３４】
　ラッチホルダ１７が後方に移動するとラッチ１５も後方に移動し、このとき、ラッチ１
５は溝１１ｊ，１２ｊに沿って斜め後方に移動する。ラッチ１５が斜め後方に移動すると
、外方に突出していたラッチ１５の一部（前面１５ｆ）が上ハウジング１１の開口１１ｅ
に入り込む。
【００３５】
　そして、更にネジ１６を他方向に回転させると、ネジ１６が更に前方に移動すると共に
ラッチホルダ１７が更に後方に移動することによって、雄螺子１６ｂと雌螺子１７ｆとの
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螺合が解除される。このように螺合が解除されると、ネジ１６は、バネ２０の付勢力によ
って前方に押し出され初期状態となる。従って、螺合の解除に伴ってネジ１６が前方に押
し出されるので、ネジ１６の螺合が解除されて初期状態になったことを判別しやすくなっ
ている。
【００３６】
　以上、光トランシーバ１０において、ラッチ１５及びネジ１６は、上ハウジング１１の
前側に形成された凹部１１ｇ内に収容されている。よって、光トランシーバ１０では、２
本のネジ１６が光トランシーバ１０の前側のみに設けられているので、ネジ１６が占める
スペースを小さくすることができる。このようにネジ１６が占めるスペースを小さくする
ことによって、内部における部品配置スペースを十分に確保することができる。従って、
部品を配置するためのスペースを広げることができる。
【００３７】
　また、ＣＦＰに準拠した光トランシーバ１０は、１４８個のピンが配置された電気コネ
クタ１４を備えている。このため、ホストシステム２のホストコネクタ６に電気コネクタ
１４を挿入するときには大きな挿入力が必要である。そこで、本実施形態では、ネジ１６
の螺合によってネジ１６の前方への移動が規制されるため、ネジ１６の螺合を電気コネク
タ１４の挿入における補助力とすることができる。従って、ネジ１６を回すだけでより簡
単に電気コネクタ１４の挿入を行うことができる。
【００３８】
　また、ラッチ１５が入り込む凹部５ａは、光トランシーバ１０を案内するレール５の側
面５ｂに形成されている。このようにレール５をラッチ１５の係合機構として利用するこ
とによって、部品点数を増やすことなく容易に上記係合機構を実現させることができる。
【００３９】
（第２実施形態）
　図１１～図１３を参照しながら、第２実施形態に係る光トランシーバ３０について説明
する。以下では、第１実施形態と重複する説明を省略する。図１１～図１３に示されるよ
うに、光トランシーバ３０は、板バネであるラッチバネ（第１バネ）３１と、ラッチ３２
と、ラッチホルダ３３と、上ハウジング４１と、下ハウジング４２とを備えている。なお
、図１１では、便宜上一部の図示を省略している。
【００４０】
　上ハウジング４１は、前後方向に直線状に延在する溝４１ｊを備えており、下ハウジン
グ４２も同様の直線状の溝を備えている。ラッチ３２は、略角柱状を呈しており、開口１
１ｅから外方に突出する２つの側面３２ａ，３２ｂを有する。光トランシーバ３０をホス
トシステム２に挿入するとき、側面３２ｂがレール５に接触すると、側面３２ｂが斜面と
なっていることによりラッチ３２が凹み、光トランシーバ３０の挿入がスムーズになる。
ラッチ３２は、ラッチホルダ３３からの抜けを防止するための切り欠き３２ｃを備えてお
り、この切り欠き３２ｃは、ラッチ３２の前端及び後端において上下方向に延在している
。また、ラッチ３２には、ネジ１６の軸部１６ａを挿入させるための穴部３２ｄが形成さ
れている。この穴部３２ｄの内部において軸部１６ａは前後方向に移動自在となっている
。
【００４１】
　ラッチホルダ３３は、ラッチバネ３１とラッチ３２とを収容する凹部３３ａを備えた略
直方体状となっている。凹部３３ａにおいて、ラッチバネ３１はラッチ３２の内側に収容
される。凹部３３ａに収容された状態において、ラッチ３２は、ラッチバネ３１によって
上ハウジング４１の外側に付勢されている。
【００４２】
　ラッチホルダ３３は、ラッチ３２の切り欠き３２ｃに嵌め込まれる凸部３３ｂを備えて
おり、この凸部３３ｂが切り欠き３２ｃに嵌め込まれることによってラッチホルダ３３か
らのラッチ３２の抜けが防止される。また、ラッチホルダ３３は、ハウジング４１，４２
の溝に嵌め込まれる直線状の凸部３３ｄを有している。この凸部３３ｄがハウジング４１
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，４２の溝に嵌め込まれることによって、ラッチホルダ３３の前後方向への移動のみが許
容される。
【００４３】
　図１３に示されるように、光トランシーバ３０をホストシステム２に固定させるには、
バネ２０の付勢力に抗してネジ１６を後方に押し込み、把持部１６ｃを一方向に回転させ
て雄螺子１６ｂを雌螺子１７ｆに螺合させる。そして、把持部１６ｃの一方向への回転を
続けると、把持部１６ｃの後面が前面１１ａに当接すると共に、上記螺合の作用によって
ラッチホルダ３３が前方に移動する。
【００４４】
　ラッチホルダ３３が前方に移動すると、ラッチ３２も前方に移動し、ラッチ３２の側面
３２ａが凹部５ａの角部に形成されたテーパ面５ｄに当接する。このように側面３２ａを
テーパ面５ｄに当接させることにより、ラッチ３２が凹部５ａに掛け止められ、レール５
に対するラッチ３２の係合が実現される。この係合によりホストシステム２に対する光ト
ランシーバ３０の装着を確実なものとすることができる。更に、ネジ１６を一方向に回す
と、光トランシーバ３０が後方に押圧され、電気コネクタ１４がホストコネクタ６に嵌合
し、光トランシーバ３０がホストシステム２に固定される。
【００４５】
　また、ホストシステム２に対する光トランシーバ３０の固定を解除するには、ネジ１６
を他方向に回転させる。ネジ１６を他方向に回転させると、ネジ１６が前方に移動しラッ
チホルダ３３及びラッチ３２が後方に移動するので、テーパ面５ｄから側面３２ａが離間
する。そして、雄螺子１６ｂと雌螺子１７ｆとの螺合が解除されると、バネ２０の付勢力
によってネジ１６が前方に押し出される。従って、第１実施形態と同様の効果が得られる
。
【００４６】
（第３実施形態）
　続いて図１４～図１６を参照しながら第３実施形態に係る光トランシーバ５０について
説明する。以下では、第１実施形態又は第２実施形態と重複する説明を省略する。光トラ
ンシーバ５０は、バネ（第３バネ）５１と、雌螺子５２ｄを有するネジ穴５２ａが設けら
れた上ハウジング５２と、矩形状に形成されるラッチ５３と、バネ５１の前端に設けられ
るバネブロック５４と、ネジ１６とラッチ５３との間に設けられるラッチブロック５５と
、下ハウジング５６とを備えている。なお、図１４では、便宜上、一部の図示を省略して
いる。
【００４７】
　上ハウジング５２は、凹部１１ｇを前後に仕切る壁部５２ｂを備えており、この壁部５
２ｂに上述したネジ穴５２ａが形成されている。ネジ穴５２ａは前後方向に貫通しており
、ネジ穴５２ａに挿通された軸部１６ａの先端は、ネジ穴５２ａの後方に位置するラッチ
ブロック５５に当接する。また、上ハウジング５２は、ラッチブロック５５の収容空間を
形成する壁部５２ｃを備えている。
【００４８】
　凹部１１ｇには、バネ５１とラッチ５３とバネブロック５４とラッチブロック５５とが
収容されている。バネ５１の一端は凹部１１ｇの後端面１１ｍに支持されており、バネ５
１の他端はバネブロック５４に支持されている。バネ５１は、バネブロック５４を前方に
付勢するために設けられる。バネ５１としては、例えばコイルバネ又はトーションバネを
用いることができる。
【００４９】
　バネブロック５４は、直方体状を呈している。バネブロック５４は、凹部１１ｇにおい
て前後方向に移動自在となっている。また、バネ５１の付勢力によって、バネブロック５
４の一辺５４ａはラッチ５３の後側の側面５３ｆに当接している。この一辺５４ａは、バ
ネブロック５４の前方且つ外側で上下に延在する辺である。
【００５０】
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　ラッチ５３は、ラッチ５３の上面から上方に突出する円柱状の軸と、ラッチ５３の下面
５３ｃから下方に突出し上記軸の延長線上に設けられる円柱状の軸５３ｄとを備えている
。また、凹部１１ｇの底面１１ｈには、ラッチ５３の軸が嵌め込まれる孔部が形成されて
おり、下ハウジング５６には、軸５３ｄが嵌め込まれる孔部５６ｅが形成されている。ラ
ッチ５３は、その軸がそれぞれ各ハウジング５２，５６の孔部に嵌め込まれることによっ
て、上ハウジング５２に対して回転可能に保持される。
【００５１】
　ラッチ５３の前側にはラッチブロック５５が当接されている。ラッチブロック５５は、
直方体状を呈している。ラッチブロック５５は、凹部１１ｇ内で前後方向に移動可能とな
っている。ラッチブロック５５の前面には、軸部１６ａの先端が押圧されており、ネジ１
６の後方への移動に伴ってラッチブロック５５も後方へ移動する。
【００５２】
　図１６に示されるように、光トランシーバ５０をホストシステム２に固定させるには、
雄螺子１６ｂを雌螺子５２ｄに螺合させてネジ１６を後方に移動させると共に、バネ５１
の付勢力に抗してラッチブロック５５を後方に移動させる。ラッチブロック５５が後方に
移動するとラッチブロック５５がラッチ５３に接触し、ラッチ５３が軸５３ｄを中心とし
て回転すると共にバネブロック５４が後方に押し込まれる。このようにラッチ５３が回転
すると、ラッチ５３の一部が側面１１ｄから突出し、ラッチ５３の前側の側面５３ｇが凹
部５ａの前端面５ｃに当接する。
【００５３】
　このように側面５３ｇを前端面５ｃに当接させることにより、ラッチ５３が凹部５ａに
掛け止められ、レール５に対するラッチ５３の係合が実現される。この係合によりホスト
システム２に対する光トランシーバ５０の装着を確実なものとすることができる。
【００５４】
　また、ホストシステム２に対する光トランシーバ５０の固定を解除するには、ネジ１６
を他方向に回転させてネジ１６を前方に移動させる。ネジ１６が前方に移動すると、バネ
５１の付勢力によって、バネブロック５４が側面５３ｆを前方に押し込む。側面５３ｆを
前方に押し込むと、ラッチ５３は、上記と逆方向に回転し、側面５３ｇが前端面５ｃから
離間する。そして、突出していたラッチ５３の一部が開口１１ｅに入り込むことによって
、ホストシステム２に対する光トランシーバ５０の固定が解除される。
【００５５】
　また、ネジ１６を他方向に回転させると、雄螺子１６ｂと雌螺子５２ｄとの螺合が解除
され、バネ５１の前方への付勢力がバネブロック５４、ラッチ５３及びラッチブロック５
５を介してネジ１６に伝達される。従って、上記螺合の解除に伴ってネジ１６が前方に押
し出されるので、第１実施形態と同様の効果が得られる。
【００５６】
　また、第３実施形態では、光トランシーバ５０の挿入時（初期状態）にはラッチ５３が
完全に開口１１ｅの中に入り込んだ状態となっている。よって、光トランシーバ５０の挿
入がラッチ５３によって阻害されないので、ホストシステム２への光トランシーバ５０の
挿入を確実に行うことができる。
【００５７】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は、上記実施形態に限られるもの
ではなく、各請求項に記載した要旨を変更しない範囲で変形し、又は他のものに適用した
ものであってもよい。すなわち、本発明は、本発明の要旨を変更しない範囲で種々の変形
が可能である。
【００５８】
　例えば、上記実施形態では、ラッチがレール５の凹部５ａに入り込む例について説明し
たが、凹部５ａ以外の受入部に入り込んでもよい。例えば、ラッチをフロントパネル３又
はバッカープレートの一部に入り込ませることも可能である。
【符号の説明】
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【００５９】
１…光トランシーバシステム、２…ホストシステム、３…フロントパネル、３ａ…開口、
４…ホスト基板、５…レール、５ａ…凹部、５ｂ…側面、５ｃ…前端面、５ｄ…テーパ面
、６…ホストコネクタ、６ａ…凹部、１０，３０，５０…光トランシーバ、１１…上ハウ
ジング（ハウジング）、１１ａ…前面（第１側面）、１１ｂ…孔部、１１ｃ…孔部、１１
ｄ…側面（第２側面）、１１ｅ…開口、１１ｆ…突出部、１１ｇ…凹部、１１ｈ…底面、
１１ｊ…溝、１１ｋ…内側面、１１ｍ…後端面、１２…下ハウジング、１２ｊ…溝、１３
…光レセプタクル、１３ａ…光学ポート、１４…電気コネクタ、１５…ラッチ、１５ａ…
上面（表面）、１５ｃ…軸、１５ｄ…下面（表面）、１５ｅ…軸、１５ｆ…前面、１５ｇ
…側面、１５ｈ…溝、１６…ネジ、１６ａ…軸部、１６ｂ…雄螺子、１６ｃ…把持部、１
６ｄ…フランジ、１７…ラッチホルダ、１７ａ…凹部，１７ｂ…底面、１７ｃ…孔部、１
７ｄ…前面、１７ｅ…ネジ穴、１７ｆ…雌螺子、１９…回路基板、２０…バネ（第２バネ
），３１…ラッチバネ（バネ）、３２…ラッチ，３２ａ，３２ｂ…側面，３２ｃ…切り欠
き，３２ｄ…穴部、３３…ラッチホルダ，３３ａ…凹部、３３ｂ…凸部、４１…上ハウジ
ング、４１ｊ…溝，４２…下ハウジング、５１…バネ（第３バネ）、５２…上ハウジング
、５２ａ…ネジ穴、５２ｂ，５２ｃ…壁部、５２ｄ…雌螺子、５３…ラッチ、５３ｃ…下
面、５３ｄ…軸、５３ｆ，５３ｇ…側面、５４…バネブロック、５４ａ…一辺、５５…ラ
ッチブロック、５６…下ハウジング、５６ｅ…孔部。

【図１】 【図２】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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